
（別紙様式１）  

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

  学 校 名 土岐市立妻木小学校  

実 施 期 間  平成２５年１１月 ３日（日）・平成２５年１２月１１日（水）  

実 施 概 要  
  

①  異学年集団によるふれあい活動（あったか仲間遊び）  
②  全学年による音楽発表会  
③  県立土岐商業高等学校吹奏楽部の演奏会  
④ 地域に向けたミニコンサート（しろやまコンサート）  

実 施 内 容  
 

学習・取組の分野 

 □自然   □歴史   文化   □産業   □その他  

公開の方法 
 □授業公開 □成果発表 交流活動 講演会等 

 □地域行事等参加 □その他  

来 校 者 数  保 護 者  ３１０人   
  計 ３６０ 人  

地域関係者            ５０人  

実 施 状 況  
 

・１１月３日は、「豊かな心を育む日」として学校行事に位置づけ
３部構成で日程を設定した。  

・１部は、体育館にて全校による音楽発表会を行った。各学年と
も合唱や合奏曲の２～３曲を保護者・地域の方に披露した。最
後には、参観された保護者・地域の方３６０名とともに「もみ
じ」を合唱して終了した。２部では、「あったか仲間遊び」と称
した異学年による縦割り活動の様子を、保護者の方に参観して
いただいた。３部は、岐阜県立土岐商業高等学校吹奏楽部によ
る演奏を聴いた。小学生が興味を持って聴けるような選曲で、
最後まで楽しく聴くことができた。  

・12月11日（水）に４年生が地域の独居老人や家族を招待し妻木
町の公民館を借りてミニコンサートを実施した。招待状も、市
の福祉課の協力を得て、子どもたちが自筆で招待状（約 130通
）を書いて、郵便で届けた。「総合的な学習の時間」の活動を通
して、4月から独居老人の方と昔遊び等の交流を続けている。  

成果及び課題  
     

○授業参観後、保護者・地域の方に「授業参観・歌声集会・演奏
会」に関する意見や感想を無記名によるアンケート記述方式で
行った。多くの保護者から、一生懸命取り組んでいる子どもや
教師の様子に好評を得ることができた。  

○昨年度に引き続き、芸術性の高いもの、また間近で本物の音色
を子どもたちに聴かせたいという思いから、県トップレベルの
土岐商業高等学校吹奏楽部演奏会をＰＴＡ主催で開催すること
ができ、多くの方に感動を与えることができた。子どもたちの
好きな曲を選曲してくださる土岐商業高等学校の配慮に感謝す
るとともに、ＰＴＡの活動が成果を上げていることが素晴らし
かった。  

○地域の高校生の素晴らしい演奏を聴くことで、憧れをもつとと
もに、努力することの大切さや、一つのものを創り上げること
の喜びを体得できた。  

○あったか仲間遊び（異学年交流）では、高学年がリードしなが
ら思いやりのある言動が多く見られた。  

■小学校体育館を会場として歌声集会や演奏会を披露したが、地
域の方が大勢来校され、立ち見になってしまった。会場や椅子
の準備等を再考する必要がある。  

■午前日程で３部構成にしたことは、時間短縮につながった反面、
異学年交流の時間が短くなり保護者の参観時間が少なかった。  

 


